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今
夏
、
久
し
ぶ
り
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
訪
ね
て
み
て
、
自
転
車
の
復

活
と
普
及
に
驚
い
た
。
車
の
渋
滞

が
激
し
か
っ
た
パ
リ
の
街
中
に

も
、
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
が
積
極
的

に
導
入
さ
れ
る
と
同
時
に
、
パ
リ
市
役

所
、
バ
ス
チ
ー
ユ
、
ル
ー
ブ
ル
な
ど
パ
リ

の
中
心
部
に
、
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
が
多

く
設
置
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
若
者
た
ち

が
、
車
を
自
転
車
に
乗
り
替
え
、
颯
爽
と

走
っ
て
い
る
。

　

自
転
車
と
い
え
ば
オ
ラ
ン
ダ
が
有
名

だ
。
国
土
は
平
ら
で
自
転
車
に
適
し
、
電

車
へ
の
持
ち
込
み
が
許
さ
れ
る
な
ど
、
以

前
か
ら
自
転

車
先
進
国
だ
。

国
民
一
人
当

た
り
１
台
と

い
う
保
有
率

は
世
界
一
だ

そ
う
だ（
オ
ラ

ン
ダ
政
府
観

光
局
）。
首
都

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
も
、
自
転
車
に
よ
る

３
時
間
か
け
て
の
市
内
巡
り
ツ
ア
ー
が
人

気
を
博
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
な
か
で
も
、
自

転
車
中
心
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

町
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
ハ
ウ
テ
ン
市

を
訪
れ
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
南
に

約　

キ
ロ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
地
理
的
中
心
部

40
に
位
置
す
る
。
か
つ
て
は
四
千
人
ほ
ど
の

田
舎
町
だ
っ
た
が
、　

年
代
か
ら
職
住
近

80

接
型
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
し
て
開
発
さ
れ
、

現
在
で
は
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
将
来
都
市
づ

く
り
地
区
の
指
定
を
受
け
、
人
口
も
４

３
、
０
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
。
面
積
は

約
８
０
０ 

、
周
辺
を　

キ
ロ
の
環
状
自

15

動
車
道
が
囲
む
。
自
転
車
中
心
の
町
ら
し

く
一
人
当
た
り
２
台
の
保
有
率
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

町
の
中
心
部
に
は
鉄
道
駅
が
あ
り
、　
15

分
間
隔
の
列
車
が
ユ
ト
レ
ヒ
ト
や
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
と
結
ぶ
。
駅
周
辺
に
は
市
役

所
、
学
校
、
図
書
館
な
ど
主
要
公
共
施
設

が
集
ま
り
、
こ
こ
を
拠
点
に
３
・
５
キ
ロ

の
主
要
自
転
車
専
用
道
が
張
り
巡
ら
さ
れ

て
い
る
。
住
宅
地
は
自
転
車
道
に
面
す
る

よ
う
に
ク
ラ
ス
タ
ー
状
に
配
置
さ
れ
、
環

状
自
動
車
道
か
ら
住
区
部
分
に
入
っ
て
き

た
車
は
、
も
う
一
度
、
環
状
道
に
出
な
い

と
、
他
の
住

区
に
は
行
け

な
い
構
造
に

な
っ
て
い

る
。
町
の
中

を
移
動
す
る

に
は
、
歩
く

か
自
転
車
に

よ
ら
ざ
る
を

得
な
い
わ
け
だ
。

　

車
を
規
制
し
た
安
全
な
自
転
車
の
町
な

の
で
、
子
育
て
に
は
安
心
感
が
あ
る
。
人

口
の　

％
は　

歳
以
下
で
、
小
規
模
な
幼

15

10

稚
園
や
小
学
校
が
町
の
そ
こ
か
し
こ
に
配

置
さ
れ
て
い
る
。
車
椅
子
で
移
動
す
る
に

も
便
利
で
高
齢
者
や
障
害
者
に
も
住
み
易

い
と
好
評
だ
。
そ
れ
に
も
増
し
て
、
自
転

車
移
動
の
利
点
は
、
住
民
が
直
接
顔
を
合

わ
す
こ
と
が
出
来
る
点
で
、
そ
れ
に
よ
り

気
楽
で
親
密
な
人
間
関
係
が
形
成
さ
れ
、

地
域
社
会
の
安
全
性
に
つ
な
が
る
と
い

う
、
担
当
者
の
説
明
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。

ha

牛
に
ま
た
が
り
農
業
体
験
（
香
川
県
香
川
町
）

 
活　
　
　

動　
　

六
団
体
代
表
が
三
位
一
体
の
改
革
で
意
見
交
換 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
自
民
党
地
方
税
財
政
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム 
…
…
…
…
…
…�

 
活　
　
　

動　
　

経
済
財
政
諮
問
会
議
で
六
団
体
代
表
が
意
見 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…�

政　
　
　

策　
　

人
口
減
社
会
で
少
子
化
対
策
に
力
点

　
　
　
　
　
　
　
　
              
＝ 
平
成　

年
度
厚
生
労
働
省
予
算
概
算
要
求
重
点
施
策
﹇
解
説
﹈  …�

18

 
情　
　
　

報　
　

平
成　

年
度
市
町
村
長
及
び
市
町
村
議
会
議
長
総
務
大
臣
表
彰
式
挙
行
さ
れ
る  
…
…�

17

情　
　
　

報　
　

カ
プ
セ
ル
Ｎ
Ｏ
Ｗ
＆
Ｎ
Ｅ
Ｗ 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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随　
　
　

想　
　

タ
イ
国
在
住
三
年
間
の
思
い
出
…
…
…
…
沖
縄
県（
元
）城
辺
町
長　

仲
間　
克  
…�

情　
　
　

報　
　

都
道
府
県
別
市
町
村
数
一
覧
（
平
成　

年　

月　

日
現
在
）  

…
…
…
…
…
…
…
…
…�

17
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11
閑話休題

法
政
大
学
教
授　

岡
崎　

昌
之 

自

転

車

の

町

ハ

ウ

テ

ン
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自
民
党
地
方
税
財
政
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

六
団
体
代
表
が
三
位
一
体
の
改
革
で
意
見
交
換

自
民
党
地
方
税
財
政
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

 

自
民
党
地
方
税
財
政
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

青
木
全
国
町
村
会
副
会
長
が
改
革
の
重
要
性
を
訴
え
る

　

会
議
の
冒
頭
で
挨
拶
に
立
っ
た
片
山
座

長
は
、
今
国
会
に
お
い
て
郵
政
法
案
の
解

決
後
の
最
大
の
問
題
が
三
位
一
体
の
改
革

で
あ
る
と
述
べ
、
小
泉
総
理
大
臣
が
「
地

方
案
を
尊
重
し
て
」
と
発
言
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
地
方
案
の
内
容
に
沿
っ
た
改
革

て
も
ら
い
、
活
力
あ

ふ
れ
る
日
本
を
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
要
請
し
た
。

　

ま
た
、　

月
４
日

１０

の
経
済
財
政
諮
問
会

議
の
場
で
主
張
し
た

内
容
を
中
心
に
地
方

六
団
体
の
主
張
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
こ

の
中
で
、
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
金
に
つ

い
て
は
、
中
教
審
に

お
い
て
は
改
革
の
意

欲
が
全
く
な
く
、
地

△

意
見
を
述
べ
る
青
木
全
国
町
村
会
副
会
長

方
六
団
体
の
代
表
が
奮
闘
し
て
い
る
と
状

況
を
説
明
し
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
８
５

０
０
億
円
の
一
般
財
源
化
が
実
現
し
な
け

れ
ば
三
位
一
体
の
改
革
が
成
り
立
た
な
い

こ
と
か
ら
、
同
問
題
に
つ
い
て
地
方
側
と

し
て
譲
歩
す
る
余
地
の
な
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
費
等
に
お
け
る
国
庫

負
担
割
合
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
、
生

活
保
護
は
国
民
の
最
低
生
活
を
守
る
も
の

で
あ
り
自
治
事
務
で
は
な
い
、
こ
れ
を
行

わ
な
い
の
は
国
の
責
務
を
果
た
さ
な
い
も

の
で
あ
り
、
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
主
張
し
た
。

　

一
方
、
会
合
に
出
席
し
た
国
会
議
員
か

ら
は
、
義
務
教
育
費
の
国
庫
負
担
金
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
を
全
廃
し
教
育
の
分
権
こ

そ
市
町
村
に
行
う
べ
き
だ
と
い
う
意
見

や
、
教
育
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
市
町
村

長
は
選
挙
に
当
選
し
な
い
と
す
る
意
見
が

出
さ
れ
、
一
般
財
源
化
に
対
す
る
賛
意
が

示
さ
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
方
分
権
を
進
め
る
と
い

う
こ
と
は
地
方
も
厳
し
く
な
る
と
い
う
こ

と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る

意
見
や
、
義
務
教
育
費
の
国
庫
負
担
堅
持

を
求
め
る
地
方
議
会
の
意
見
に
つ
い
て
地

方
六
団
体
の
結
束
を
質
す
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
に
対
し
山
出
保
全
国
市

長
会
会
長
（
金
沢
市
長
）
は
、
義
務
教
育

に
つ
い
て
は
、
国
は
目
標
を
定
め
て
も
良

い
が
、
そ
れ
に
到
る
過
程
や
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
地
方
に
任
せ
て
ほ
し
い
と
述
べ
、
ま

た
、
現
在
の
総
額
裁
量
制
に
つ
い
て
は
責

任
の
所
在
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
、
国
庫
負

担
金
の
一
般
財
源
化
に
よ
り
市
町
村
長
が

そ
の
経
費
を
他
に
回
す
と
い
う
こ
と
は
絶

対
に
な
い
な
ど
と
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
、
本
会
か
ら
出
席
し
た
青
木

國
太
郎
副
会
長
（
東
京
都
日
の
出
町
長
）

は
次
の
よ
う
に
意
見
を
述
べ
た
。

　

全
国
の
町
村
は
合
併
が
進
ん
で
か
な
り

減
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
地
方
分
権
が
現
実

と
な
っ
た
今
日
、「
官
か
ら
民
へ
」「
国
か

ら
地
方
へ
」
と
い
う
動
き
に
つ
い
て
は
、

小
さ
な
町
村
で
も
大
い
に
歓
迎
し
期
待
し

て
い
る
。

　

町
村
は
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
以
上
や
る
こ
と
が
な
い
く
ら
い
に
努
力

し
て
い
る
。
税
財
源
移
譲
に
よ
っ
て
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
と
思
っ
て
い
る
。

　

義
務
教
育
国
庫
負
担
金
に
つ
い
て
も
是

非
移
譲
し
て
も
ら
い
、
今
回
こ
そ
３
兆
円

の
税
源
移
譲
が
実
現
す
る
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
た
い
。

　

最
後
に
片
山
座
長
が
、
三
位
一
体
改
革

は
甘
い
改
革
で
は
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
の

我
が
国
に
と
っ
て
正
し
い
方
向
で
あ
り
、

試
行
錯
誤
も
あ
る
が
い
い
形
で
進
め
て
行

き
た
い
。
今
後
、
政
府
の
中
の
調
整
、
政

府
と
党
の
調
整
、
政
府
と
地
方
の
調
整
が

本
格
的
に
始
ま
る
が
、
こ
の
Ｐ
Ｔ
で
意
見

を
聞
き
な
が
ら
誤
り
の
な
き
こ
と
を
期
し

た
い
と
述
べ
、
会
合
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

自
由
民
主
党
の
総
務
部
会
・
地
方
税
財
政
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

（
座
長
・
片
山
虎
之
助
参
議
院
議
員
）
は
、　

月
６
日
、
自
民
党
本
部
に
お

10

い
て
、
三
位
一
体
の
改
革
を
議
題
と
す
る
会
合
を
開
催
、
地
方
六
団
体
の

代
表
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
本
会
か
ら
は
、
青
木
國
太
郎
副
会
長
（
東

京
都
日
の
出
町
長
）
が
出
席
し
、
地
方
分
権
を
推
進
す
る
た
め
に
も
三
位

一
体
の
改
革
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
意
見
を
述
べ
た
。

に
な
る
の
で
は
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　

地
方
六
団
体
を
代
表
し
挨
拶
に
立
っ
た

麻
生
渡
全
国
知
事
会
会
長（
福
岡
県
知
事
）

は
、
今
回
の
選
挙
結
果
は
改
革
に
対
す
る

国
民
の
支
持
で
あ
り
、
三
位
一
体
の
改
革

の
推
進
に
よ
り
、
地
方
の
力
を
引
き
出
し
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会
見
の
中
で
麻
生
全
国
知
事
会
会
長

は
、
会
議
の
席
上
小
泉
総
理
大
臣
に
対

し
、
先
の
総
選
挙
は
明
確
に
国
民
が
改
革

を
支
持
し
た
も
の
で
あ
り
、
三
位
一
体
改

革
の
実
行
を
総
理
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
で
実
現
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
述
べ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

ま
た
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
（
８

５
０
０
億
円
）
に
つ
い
て
は
、
一
般
財
源

化
を
進
め
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
３
兆
円
の

税
源
移
譲
が
で
き
な
く
な
る
の
で
、
地
方

案
に
沿
っ
た
決
断
を
強
く
求
め
た
と
述
べ

た
。
さ
ら
に
、
現
在
協
議
が
続
い
て
い
る

生
活
保
護
費
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
が

国
民
一
人
ひ
と
り
の
生
活
を
保
障
す
る
と

い
う
制
度
で
あ
り
、
地
方
に
移
し
て
も
地

方
の
自
主
性
が
増
す
も
の
で
は
な
く
、
地

方
が
受
け
入
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
と

主
張
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

そ
し
て
、
会
議
の
最
後
に
小
泉
総
理
大

臣
か
ら
、「
三
位
一
体
改
革
に
つ
い
て
は
、

地
方
案
を
尊
重
し
て
き
ち
ん
と
や
る
」
と

い
う
話
が
あ
っ
た
と
述
べ
た
。

　

本
会
か
ら
出
席
し
た
青
木
副
会
長
は
、

記
者
会
見
の
中
で
、
三
位
一
体
改
革
は
地

方
分
権
を
実
現
す
る
最
大
の
改
革
と
捉
え

て
い
る
と
述
べ
た
。
小
さ
な
町
村
で
も
従

来
の
発
想
を
大
き
く
転
換
し
て
、
教
育
や

福
祉
、
特
に
子
育
て
支
援
や
少
子
化
対
策

等
へ
の
取
組
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
お

り
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
税
源
移
譲
等

に
小
さ
な
町
村
と
し
て
も
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
る
と
述
べ
た
。

 　

先
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て

は
、
小
泉
内
閣
が
推
進
し
て
き
た
「
官
か

ら
民
へ
」、「
国
か
ら
地
方
へ
」
の
構
造
改

革
に
対
す
る
国
民
の
強
い
支
持
が
示
さ
れ

た
。「
三
位
一
体
の
改
革
」
は
、「
国
か
ら

地
方
へ
」
の
改
革
の
最
大
の
柱
で
あ
り
、

待
っ
た
な
し
の
改
革
で
あ
る
。

　

昨
年　

月
に
示
さ
れ
た
改
革
の
全
体
像

１１

で
は
、
多
く
の
課
題
が
先
送
り
さ
れ
、

我
々
地
方
に
と
っ
て
不
十
分
な
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
政
府
に
お
い
て
は
、
小
泉

内
閣
総
理
大
臣
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
り
、「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方

に
」
の
方
針
の
下
、
強
力
に
改
革
を
進
め

る
べ
き
で
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
地
方
財
政
の
自
立
に
つ
な

が
る
「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
推
進
の
た

め
、下
記
事
項
に
つ
い
て
実
現
を
求
め
る
。

記

１
、
平
成　

年
度
ま
で
の
第
１
期
改
革
に

１８

お
い
て
、
３
兆
円
の
税
源
移
譲
を
確
実
に

実
施
す
る
こ
と
。

２
、
３
兆
円
の
税
源
移
譲
の
う
ち
、
残
さ

れ
た
６
千
億
円
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
要

請
を
受
け
提
出
し
た
地
方
の
改
革
案　

の
（２）

中
か
ら
実
現
す
る
こ
と
。

３
、
建
設
国
債
対
象
経
費
で
あ
る
施
設
費
に

つ
い
て
も
税
源
移
譲
の
対
象
と
す
る
こ
と
。

４
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
に
つ
い
て

は
、
地
方
案
に
沿
っ
て
税
源
移
譲
を
実
現

真
の
地
方
分
権
の
た
め
の
「
三
位

一
体
の
改
革
」
の
実
現
に
向
け
て

す
る
こ
と
。

５
、
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
は
、
地
方
の

自
主
性
・
自
立
性
を
高
め
る
も
の
で
あ
り
、

本
来
、
国
の
責
務
と
し
て
行
う
べ
き
生
活

保
護
費
な
ど
を
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
絶

対
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

ま
た
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
交
付
金
化

は
、
国
に
権
限
と
財
源
が
残
り
、
改
革
と

は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

６
、
平
成　

年
度
の
地
方
交
付
税
に
つ
い

１８

て
は
、「
基
本
方
針
２
０
０
５
」を
踏
ま
え
、

地
方
団
体
の
安
定
的
財
政
運
営
に
必
要
な

地
方
交
付
税
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

　

地
方
交
付
税
は
、
本
来
、
地
方
の
固
有

財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
改
革
に
当

た
っ
て
は
、
地
方
の
実
態
を
顧
み
な
い
一

方
的
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
地
方
の
意
見
を
十
分
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
。

７
、
我
々
地
方
は
、
納
税
者
で
あ
る
住
民

の
信
頼
に
応
え
る
べ
く
、
地
方
公
務
員
の

定
員
管
理
の
適
正
化
や
給
与
制
度
の
見
直

し
等
、
一
層
の
危
機
意
識
と
改
革
意
志
を

持
っ
て
、
更
な
る
行
財
政
改
革
を
進
め
る

決
意
で
あ
る
。

　

地
方
に
権
限
と
財
源
を
移
す
真
の
「
三

｣

位
一
体
の
改
革 
は
、
国
・
地
方
を
通
じ
た

最
大
の
行
財
政
改
革
で
あ
る
こ
と
。

８
、「
三
位
一
体
の
改
革
」
は
、
平
成　
１８

年
度
ま
で
の
第
１
期
改
革
に
と
ど
ま
る
こ

と
な
く
、
引
き
続
き　

年
度
以
降
も
「
第

１９

２
期
改
革
」
と
し
て
更
な
る
改
革
を
強
力

に
推
進
す
る
こ
と
。

９
、「
三
位
一
体
の
改
革
」
を
真
の
地
方
分

権
に
資
す
る
改
革
と
し
て
推
進
す
る
た

め
、「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
を
定
期
的

に
開
催
し
、
こ
れ
を
制
度
化
す
る
こ
と
。

経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮諮問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで経済財政諮問会議で
六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見六団体代表が意見

　政府の経済財政諮問会議（議長・小泉純一郎内閣総理大臣）は、
10月４日総理大臣官邸で、「三位一体の改革について」等を議題と
する会合を開いた。
　当日は、地方六団体の代表が招かれ意見が交わされた。本会から
は青木國太郎副会長（東京都日の出町長）が出席した。
　会議には六団体から、昨年の改革で多くの課題が先送りとなって
おり不十分であるとした上で、18年度までに３兆円の税源移譲を
確実に行うこと、また、税源移譲のうち残された６千億円について
は、７月に地方がまとめた「改革案（2）」の中から実現することな
ど、９項目にわたる主張をまとめた文書が提出された。
  会議終了後に開かれた記者会見の中で、全国知事会長の麻生渡福
岡県知事は、小泉総理から三位一体改革については、「地方案を尊重
してきちんとやる」との発言があったことを明らかにした。

－三位一体の改革について－

経済財政諮問会議で経済財政諮問会議で
六団体代表が意見六団体代表が意見
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厚
生
労
働
省
の
平
成　

年
度
予
算
概
算
要
求
は
、
一
般
会
計
総
額
で
前

18

年
度
比
３
・
５
％
増
の　

兆
５
４
１
５
億
円
と
な
っ
た
。
人
口
減
少
社
会

21

を
前
に
、
少
子
化
対
策
は　

・
３
％
増
の
１
６
０
０
億
円
を
計
上
し
た
。

28

「
限
ら
れ
た
裁
量
的
経
費
と
公
共
投
資
関
係
費
の
中
で
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

た
」（
会
計
課
）
と
い
う
。
衆
院
選
で
各
党
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
政
権
公

約
）
に
掲
げ
た
児
童
手
当
の
充
実
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
い
る
。

　

焦
点
だ
っ
た
年
金
・
医
療
な
ど
社
会
保
障
関
係
費
は
、
高
齢
者
の
増
加

を
背
景
に
自
然
増
が
８
０
０
０
億
円
見
込
ま
れ
る
の
に
対
し
、
増
加
幅
を

５
８
０
０
億
円
に
圧
縮
し
て
要
求
。
具
体
的
な
削
減
方
法
は
、　

年
医
療

06

制
度
改
革
案
を
踏
ま
え
る
な
ど
、
年
末
ま
で
の
予
算
編
成
過
程
で
決
め
る

方
針
だ
。
社
会
保
障
関
係
費
の
内
訳
は
、
年
金
が
３
・
０
％
増
の
６
兆
５

０
０
０
億
円
、
医
療
が
３
・
６
％
増
の
８
兆
４
０
０
０
億
円
、
介
護
が
６
・

４
％
増
の
２
兆
１
０
０
０
億
円
な
ど
。

　

地
方
税
財
政
の
「
三
位
一
体
改
革
」
で
は
、
地
方
６
団
体
が
社
会
保
障

分
野
で
４
７
５
０
億
円
の
税
源
移
譲
を
要
求
し
て
い
る
。
た
だ
同
省
は
、

「『
生
活
保
護
負
担
金
、
児
童
扶
養
手
当
の
補
助
率
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

　

年
秋
ま
で
に
結
論
を
出
し
、　

年
度
か
ら
実
施
す
る
』
と
し
た
政
府
・

17

18

与
党
合
意
に
沿
っ
て
検
討
す
る
」（
同
）
と
し
、
地
方
側
の
要
望
は
盛
り
込

ん
で
い
な
い
。

◆
保
育
所
整
備
な
ど
６
割
増

　

少
子
化
対
策
で
は
、
児
童
福
祉
施
設
を

整
備
す
る
都
道
府
県
と
市
町
村
向
け
の
次

世
代
育
成
支
援
対
策
施
設
整
備
交
付
金

（
ハ
ー
ド
交
付
金
）を
大
幅
に
増
額
。
同
交

付
金
は
、
三
位
一
体
改
革
に
伴
い
、
施
設

ご
と
に
異
な
る
補
助
金
を
統
合
し
て　

年
１７

度
に
創
設
さ
れ
た
。
都
道
府
県
や
市
町
村

が
策
定
す
る
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
保
育

所
や
児
童
相
談
所
な
ど
を
整
備
す
る
場
合

に
交
付
す
る
。
社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
整

備
す
る
場
合
は
、
国
が
交
付
金
か
ら
２
分

の
１
、
市
町
村
が
４
分
の
１
を
補
助
す

る
。

　

政
府
は
、
今
後
５
年
間
に
取
り
組
む
少

子
化
対
策
や
目
標
を
掲
げ
た
「
子
ど
も
・

子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
」
の
中
で
、
保
育
所

の
受
け
入
れ
児
童
数
を　

年
度
の
２
０
３

１６

万
人
か
ら　

年
度
に
は
２
１
５
万
人
に
拡

２１

大
し
た
り
、
虐
待
・
非
行
問
題
に
対
応
す

る
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を　

年
度
の

１６

　

カ
所
か
ら　

年
度
に
は
１
０
０
カ
所
に

５１

２１

増
や
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
を
目
指
し
て

い
る
。
同
省
と
し
て
も
、
交
付
金
を
活
用

し
て
各
施
設
の
設
置
を
進
め
て
い
く
方
針

だ
。

　

母
子
家
庭
な
ど
の
自
立
支
援
は
１
１

０
・
５
％
の
大
幅
増
。
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
東
京
都
や
大
阪
府
、
政
令
市
で
実
施
し

て
い
る
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定

事
業
を
全
国
展
開
す
る
。
児
童
虐
待
・
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）

対
策
は　

・
３
％
増
。
ひ
き
こ
も
り
の
子

８３

ど
も
を
持
つ
保
護
者
の
子
育
て
に
対
す
る

不
安
を
軽
く
す
る
た
め
、
児
童
相
談
所
Ｏ

Ｂ
や
ひ
き
こ
も
り
の
子
ど
も
を
育
て
た
経

験
の
あ
る
親
ら
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、
講
習
会
や
交
流
事
業
を
実
施
す
る
。

　

小
児
救
急
医
療
の
体
制
整
備
は
１
２
０

％
増
。
病
気
や
け
が
な
ど
子
ど
も
の
容
態

に
応
じ
、
初
期
か
ら
３
次
ま
で
の
適
切
な

受
け
入
れ
体
制
を
整
備
す
る
ほ
か
、
急
病

時
の
対
応
に
つ
い
て
保
護
者
へ
の
啓
発
を

行
う
。
ま
た
、
体
外
受
精
な
ど
医
療
保
険

が
適
用
さ
れ
な
い
不
妊
治
療
に
取
り
組
む

夫
婦
に
対
す
る
治
療
費
の
助
成
期
間
を
、

現
在
の
通
算
２
年
か
ら
５
年
に
延
長
、
子

ど
も
を
望
み
な
が
ら
不
妊
に
悩
む
夫
婦
を

支
援
す
る
。

　

子
育
て
世
代
の
仕
事
・
家
庭
の
両
立
支

援
で
は
、
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
仮

称
）
を
新
設
し
、
出
産
・
育
児
で
離
職
し

た
女
性
が
子
供
づ
れ
で
再
就
職
を
相
談
し

や
す
い
環
境
を
整
備
。
ま
た
、
育
児
休
業

を
取
得
し
た
従
業
員
が
い
な
い
中
小
企
業

（
従
業
員
１
０
０
人
以
下
）
に
対
し
て
、
初

の
取
得
者
が
職
場
復
帰
す
れ
ば
１
０
０
万

円
、
２
人
目
に
は　

万
円
の
助
成
金
を
支

６０

給
す
る
制
度
を
創
設
す
る
。
大
企
業
に
比

べ
遅
れ
て
い
る
中
小
企
業
の
子
育
て
支
援
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環
境
を
財
政
支
援
す
る
新
た
な
試
み
と
な

る
。

◆
が
ん
対
策
を
強
化

　

厚
労
省
は
５
月
、
が
ん
対
策
を
め
ぐ
る

「
縦
割
り
行
政
」
の
批
判
を
克
服
す
る
た

め
、
尾
辻
秀
久
厚
労
相
を
ト
ッ
プ
と
し
た

「
が
ん
対
策
推
進
本
部
」を
設
置
。
同
本
部

が
ま
と
め
た
緊
急
総
合
対
策
「
が
ん
対
策

推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
０
５
」
を

具
体
化
す
る
。
が
ん
医
療
レ
ベ
ル
の
地
域

格
差
を
改
善
し
、
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

目
指
す
も
の
で
、
関
連
予
算
は
、　

・
３

４０

％
増
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
拠
点
と
な
る
「
が
ん
対
策
情
報

セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）
を
国
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
（
東
京
・
築
地
）
に
設
置
す
る
。
各

種
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
、
国
内
外
の
抗

が
ん
剤
研
究
開
発
状
況
な
ど
の
情
報
を
集

約
す
る
ほ
か
、
遠
隔
診
断
な
ど
地
域
の
医

療
機
関
の
支
援
も
行
う
。
ま
た
、
が
ん
診

療
の
地
域
の
拠
点
病
院
を
現
在
の
１
３
５

カ
所
か
ら
３
６
０
カ
所
程
度
に
拡
大
、
各

病
院
内
に「
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）

を
設
け
、
患
者
に
対
す
る
相
談
機
能
を
強

化
す
る
。

　

生
活
習
慣
病
対
策
で
は
、
将
来
の
高
齢

者
医
療
費
を
ど
う
減
ら
す
の
か
も
念
頭
に

置
き
、
健
康
診
断
や
そ
の
後
の
保
健
指
導

の
在
り
方
を
見
直
す
。
内
臓
脂
肪
の
肥
満

に
加
え
、
高
血
圧
、
高
血
糖
、
高
脂
血
症

を
重
複
し
て
発
症
し
て
い
る
状
態
の
「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
に
着
目

し
、
重
点
的
に
健
診
・
指
導
を
行
う
。
健

診
な
ど
で
個
別
の
診
断
値
が
突
出
し
て
正

常
値
を
超
え
て
い
な
く
と
も
、
脳
卒
中
や

心
筋
梗
塞
（
こ
う
そ
く
）
に
な
る
可
能
性

が
高
い
た
め
、
そ
の
予
防
に
力
を
入
れ

る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
肥
満
予

防
対
策
を
ス
タ
ー
ト
。
自
治
体
や
地
域
社

会
、
学
校
が
連
携
し
、
子
ど
も
と
親
に
対

し
て
食
生
活
や
運
動
面
の
指
導
を
行
う
。

具
体
的
な
事
業
内
容
は
、
文
部
科
学
省
と

協
議
し
て
決
め
る
が
、
朝
食
の
摂
取
を
は

じ
め
、
親
の
生
活
の
乱
れ
が
子
ど
も
に
影

響
を
与
え
て
い
な
い
か
な
ど
、
子
ど
も
が

い
る
家
庭
の
生
活
習
慣
の
実
態
を
把
握
。

そ
の
上
で
、
肥
満
予
防
の
た
め
の
メ

ニ
ュ
ー
を
策
定
す
る
方
針
だ
。

　

医
療
提
供
体
制
と
地
域
の
保
健
事
業
の

連
携
強
化
を
進
め
る
た
め
、
救
急
医
療
施

設
運
営
費
に
対
す
る
補
助
金
な
ど
、
既
存

の
補
助
金
を
組
み
替
え
て「
統
合
補
助
金
」

を
創
設
、
使
い
勝
手
を
良
く
す
る
。
都
道

府
県
が
作
成
す
る
「
保
健
医
療
提
供
体
制

事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
弾
力
的
な
事
業

運
営
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
狙

い
。
同
時
に
、
市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
や

救
急
医
療
施
設
な
ど
の
施
設
整
備
を
対
象

と
し
た
補
助
金
を
交
付
金
化
す
る
。

◆
介
護
保
険
改
革
を
具
体
化

　

介
護
保
険
制
度
改
革
で　

年
度
か
ら
、

１８

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
地
域
支
援
事

業
を
導
入
す
る
の
に
伴
い
、
事
業
の
拠
点

と
な
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

費
な
ど
に
充
て
る
地
域
支
援
事
業
交
付
金

を
創
設
す
る
。
同
事
業
の
財
政
規
模
は
介

護
保
険
給
付
費
の
３
％
を
目
途
と
す
る
方

針
だ
が
、　

年
医
療
制
度
改
革
の
課
題
と

１８

な
っ
て
い
る
健
診
事
業
に
つ
い
て
は
当

面
、
従
来
通
り
老
人
保
健
事
業
で
実
施
す

る
こ
と
を
勘
案
し
、
同
年
度
予
算
概
算
要

求
額
は
給
付
費
の
２
％
程
度
と
な
っ
た
。

　

地
域
支
援
事
業
は
、
現
行
の
老
人
保
健

事
業
な
ど
を
見
直
し
て
導
入
。
介
護
保
険

制
度
の
対
象
外
と
判
定
さ
れ
た
高
齢
者
ら

が
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
市
町

村
が
整
備
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提

供
す
る
。

　

事
業
は
、
▽
介
護
予
防
事
業
▽
高
齢
者

ら
の
総
合
相
談
・
支
援
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
支
援
な
ど
の
包
括
的
支
援
事
業

▽
権
利
擁
護
な
ど
の
任
意
事
業－

の
３
種

類
。
各
事
業
の
財
源
構
成
は
、
介
護
予
防

事
業
が
国　

％
、
都
道
府
県
と
市
町
村
各

２５

　

・
５
％
、
保
険
料　

％
（　

歳
以
上
の

１２

５０

６５

第
１
号
保
険
料　

％
、　

〜　

歳
の
第
２

１８

４０

６４

号
保
険
料　

％
）。
包
括
的
支
援
事
業
と

３２

任
意
事
業
に
は
第
２
号
保
険
料
を
充
て

ず
、
国　

％
、
都
道
府
県
と
市
町
村
各　

・

４１

２０

５
％
、
第
１
号
保
険
料　

％
と
す
る
。

１８

　
　

年
度
か
ら
新
た
に
導
入
す
る
介
護
予

１８
防
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
評
価
・
分
析

作
業
を
実
施
。
１
０
０
カ
所
程
度
で
行
う

モ
デ
ル
事
業
の
デ
ー
タ
を
評
価
分
析
し
、

有
効
な
実
施
方
法
な
ど
を
検
証
し
、
改
正

介
護
保
険
法
が
定
め
た
導
入
３
年
後
の
見

直
し
に
反
映
さ
せ
る
。

　

介
護
保
険
制
度
改
革
で
は
、
軽
度
な
要

介
護
者
向
け
の
新
予
防
給
付
と
、
要
介
護

状
態
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
地
域
支
援
事
業
の
２
つ
の
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
を
創
設
。
新
予
防
給
付
は
、

通
所
介
護
な
ど
で
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
口
腔
（
こ
う
く
う
）
ケ
ア
、
栄
養
改

善
の
メ
ニ
ュ
ー
を
新
た
に
取
り
入
れ
る
。

地
域
支
援
事
業
で
は
、
要
介
護
状
態
に
な

る
恐
れ
の
あ
る
虚
弱
な
高
齢
者
の
把
握
作

業
の
ほ
か
、
▽
運
動
器
の
機
能
向
上
▽
栄

養
改
善
▽
口
腔
機
能
の
向
上
▽
閉
じ
こ
も

り
予
防
・
支
援
▽
う
つ
予
防
・
支
援
▽
認

知
症
予
防
・
支
援－

な
ど
の
介
護
予
防
事

業
を
行
う
。

　

こ
れ
ら
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
は
新
し

い
取
り
組
み
で
、
デ
ー
タ
や
知
見
の
蓄
積

が
不
十
分
な
た
め
、
効
果
的
な
実
施
方
法

や
サ
ー
ビ
ス
を
評
価
す
る
尺
度
な
ど
も
定

ま
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
新
予
防
給
付

と
地
域
支
援
事
業
の
ス
タ
ー
ト
と
と
も

に
、
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
・
分
析
作
業
に
着

手
し
、
早
期
に
効
果
的
な
実
施
方
法
な
ど

を
整
備
す
る
。
具
体
的
に
は
、
同
省
が
試

行
し
て
ほ
し
い
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
取

り
組
む
市
町
村
を
各
都
道
府
県
で
２
カ
所

程
度
、
計
約
１
０
０
カ
所
募
集
し
、
モ
デ

ル
事
業
を
行
う
。
同
省
は
、
都
道
府
県
を
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通
じ
モ
デ
ル
事
業
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

今
後
開
発
す
る
評
価
シ
ス
テ
ム
を
使
い
な

が
ら
、
デ
ー
タ
の
分
析
に
当
た
る
。
分
析

結
果
を
基
に
専
門
家
ら
に
効
果
的
な
サ
ー

ビ
ス
内
容
な
ど
を
議
論
し
て
も
ら
い
、

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
や
導
入
３
年
後
の
見
直

し
に
つ
な
げ
る
。
モ
デ
ル
事
業
費
は
同
省

が
す
べ
て
負
担
す
る
方
針
だ
。

◆
ニ
ー
ト
の
自
立
支
援

　

雇
用
関
係
で
は
、「
団
塊
の
世
代
」
が
大

量
に
定
年
退
職
を
迎
え
、
労
働
力
や
技
術

力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
「
２
０
０
７
年

問
題
」
を
意
識
。
若
年
、
中
高
年
、
高
齢

と
い
っ
た
各
世
代
に
求
め
ら
れ
る
職
業
能

力
の
開
発
・
向
上
を
促
進
す
る
必
要
性
を

踏
ま
え
た
施
策
に
重
点
を
置
い
た
。

　

ま
ず
若
年
者
対
策
で
は
、
労
働
や
学
習

を
し
て
い
な
い
ニ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
若
者

の
自
立
を
促
す
た
め
、
全
国
各
地
に
「
地

域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
仮

称
）
を
設
置
す
る
。
専
門
家
に
よ
る
個
別

相
談
な
ど
を
通
じ
て
、
就
業
に
向
け
継
続

的
に
支
援
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
東
京
都
に

４
カ
所
、
他
の
道
府
県
と
政
令
市
に
１
カ

所
ず
つ
の
計　

カ
所
を
設
け
る
。

６４

　

ニ
ー
ト
対
策
で
は
、
全
国
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
や
ヤ
ン
グ
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
な
ど

で
、
就
業
を
め
ぐ
る
悩
み
を
抱
え
る
若
者

に
的
確
に
対
応
で
き
る
専
門
的
人
材
に
よ

る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
も
整
備
す
る
。
合
宿
形
式
に
よ
る
集
団

生
活
の
中
で
、
生
活
訓
練
や
労
働
体
験
を

通
じ
て
、
職
業
人
、
社
会
人
と
し
て
必
要

な
基
本
的
な
能
力
の
獲
得
、
勤
労
観
の
醸

成
を
目
指
す
仕
組
み
の
「
若
者
自
立
塾
」

を　

カ
所
か
ら　

カ
所
に
拡
充
す
る
。

２０

４０

　

フ
リ
ー
タ
ー
対
策
で
は
、
若
年
者
試
行

雇
用
事
業
（
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
）
に
つ
い

て
、
対
象
者
数
を
６
万
人
か
ら
７
万
３
０

０
０
人
に
大
幅
拡
大
。
同
時
に
、
長
期
間

に
わ
た
り
就
業
し
て
い
な
い
若
年
者
を
対

象
と
し
て
、
働
く
自
信
と
意
欲
を
高
め
つ

つ
段
階
的
に
常
用
雇
用
へ
の
移
行
を
促
す

た
め
、
新
た
に
短
時
間
勤
務
に
よ
る
ト
ラ

イ
ア
ル
雇
用
も
実
施
す
る
。
ま
た
、
フ

リ
ー
タ
ー
の
正
社
員
登
用
を
促
進
す
る
た

め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
開
発
・
普
及
す
る
ほ

か
、
経
済
団
体
の
協
力
を
得
て
モ
デ
ル
事

業
を
実
施
し
、
正
社
員
登
用
に
取
り
組
む

企
業
を
増
や
す
。

　
　

年
問
題
で
は
、
中
小
企
業
に
対
す
る

０７
技
能
継
承
を
支
援
。
相
談
窓
口
を
設
置

し
、
中
小
企
業
団
体
な
ど
に
よ
る
技
能
継

承
支
援
の
推
進
や
、
技
能
継
承
を
行
う
企

業
に
対
す
る
助
成
制
度
を
創
設
し
て
団
塊

世
代
の
引
退
に
伴
う
問
題
を
抱
え
る
企
業

を
支
援
す
る
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
に
よ
る
健
康
被

害
に
関
す
る
対
策
を
大
幅
拡
充
。
建
築
物

解
体
時
の
飛
散
防
止
対
策
の
徹
底
や
、
健

康
診
断
の
受
診
を
広
く
呼
び
か
け
る
な
ど

過
去
に
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
の
作
業
に
従
事

し
た
労
働
者
の
健
康
管
理
の
強
化
と
い
っ

た
取
り
組
み
を
実
施
す
る
た
め
、
約
３
・

３
倍
の　

億
円
を
計
上
し
た
。
な
お
、
今

１６

後
の
検
討
を
受
け
、
さ
ら
に
必
要
な
ア
ス

ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て
は
年
末
ま
で
の
予

算
編
成
過
程
で
必
要
な
予
算
を
要
求
し
て

い
く
考
え
。（

時
事
通
信
社　

丸
山
実
子
）
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※
敬
称
略

�
町
村
長

北
海
道 

 

標
津
町
長 

小
田
桐
四
郎

青
森
県 

 

川
内
町
長 

菊
池　

繁
安

岩
手
県 

 

種
市
町
長 

関
根　

重
男

福
島
県 

西
会
津
町
長 

山
口　

博
續

群
馬
県 

板　
倉　
町　
長 

針
ヶ
谷
照
夫

埼
玉
県 

 

大
井
町
長 

島
田　

行
雄

神
奈
川
県 

津
久
井
町
長 

天
野　
　

望

愛
知
県 

 

小
坂
井
町
長 

藤
田　
　

享

島
根
県 

 
　
旭　
町　
長 

岩
谷　

義
夫

山
口
県 

 

秋
穂
町
長 

藤
生　

通
陽

香
川
県 

池　
田　
町　
長 

八
木
壮
一
郎

長
崎
県 

 

伊
王
島
町
長 

池
下　
　

守

熊
本
県 

 

不
知
火
町
長 

森　
　

茂
之

熊
本
県 

五　
木　
村　
長 

西
村　

久
徳

大
分
県 

姫　
島　
村　
長 

藤
本　

昭
夫

鹿
児
島
県 
 

和
泊
町
長 

泉　
　

貞 

�
町
村
議
会
議
長

北
海
道 

 

中
富
良
野
町
議
長 

玉
井    
洋
一

秋
田
県 

平
鹿
町
議
長 

真
田　

倉
平

新
潟
県 

 

水
原
町
議
長 

石
山　
　

稔

広
島
県 

 

蒲
刈
町
議
長 

山
木　
　

巧

香
川
県 

 

直
島
町
議
長 

中
林　

征
一

針ヶ谷群馬県板倉町長

   平成17年度市町村長及び市町村議会議長総務大臣表彰式が、10
月5日、東京・平河町のルポール麹町で挙行され、市町村長として20
年以上及び市町村議会議長として12年以上在職し、地方自治の振
興に功労のあった者28名が表彰された。被表彰者のうち町村長は
16名、町村議会議長は5名であった。
　式典は、総務大臣代理  今井　宏総務副大臣の式辞に続いて表彰
式が行われ、町村長を代表して針ヶ谷照夫群馬県板倉町長（群馬県
町村会長）に表彰状と記念品が授与された。
　続いて、来賓の国松　誠全国市議会議長会会長、全国町村会長代
理  松本和夫全国町村会常任理事から祝辞があり、最後に被表彰者
の代表から謝辞が述べられ、式典の全日程を終了した。

松本全国町村会常任理事表彰を受けられた市町村長各位

被　
表　
彰　
者　
氏　
名
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町
は
、
町
内
に
あ
る
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
建
物
や
自
然
な
ど
「
美
し
い

景
観
百
選
」
を
募
集
し
て
い
る
。
新

た
な
名
所
の
掘
り
起
こ
し
と
、
地
域

の
美
化
意
識
の
啓
発
が
ね
ら
い
。
３

年
間
に
わ
た
り
受
け
付
け
、
応
募
さ

れ
た
中
か
ら
毎
年
度　

程
度
を
認
定

４０

し
、
平
成　

年
度
末
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ

１９

ク
に
ま
と
め
て
発
行
す
る
予
定
。

 

 

　

町
は
、
地
元
タ
ク
シ
ー
会
社
の
車

両
４
台
を
借
り
上
げ
て
「
新
町
民
バ

ス
」
を
運
行
し
て
い
る
。
乗
車
希
望

時
刻
の　

分
前
ま
で
に
予
約
セ
ン

３０

タ
ー
に
電
話
す
る
と
、
複
数
の
予
約

を
と
り
ま
と
め
て
最
適
な
運
行
ル
ー

ト
を
決
定
し
、
自
宅
前
ま
で
迎
え
に

き
て
く
れ
る
。
利
用
範
囲
は
町
内
に

限
ら
れ
、
料
金
は
１
回
２
０
０
円
。

 

 

　

昨
年
夏
に
台
風
に
よ
る
史
上
最
悪

の
塩
害
を
経
験
し
た
村
は
、
気
候
変

動
に
左
右
さ
れ
な
い
安
定
し
た
農
業

経
営
の
確
立
を
め
ざ
し
、「
大
潟
村

産
学
官
連
携
農
業
開
発
研
究
会
」
を

設
立
し
た
。
秋
田
県
立
大
学
短
期
大

学
部
や
大
潟
村
農
協
と
連
携
し
、
新

し
い
農
業
技
術
を
研
究
し
て
コ
メ
に

続
く
新
作
物
の
導
入
を
検
討
す
る
。

 

 

　

町
で
は
、
農
家
の
有
志
約　

人
が

１０

参
加
し
て
、
コ
メ
の
有
機
栽
培
の
研

究
を
進
め
て
い
る
。
土
壌
調
査
の
結

「
美
し
い
景
観
百
選
」
を
募
集

北
海
道

当
別
町

タ
ク
シ
ー
活
用
の「
新
町
民

バ
ス
」
を
運
行

岩
手
県

前
沢
町

産
学
官
連
携
農
業
開
発
研
究
会

を
設
立

秋
田
県

大
潟
村

コ
メ
の
有
機
栽
培
の
研
究

を
推
進

山
形
県

庄
内
町

果
を
基
に
適
切
な
有
機
肥
料
を
選
択

す
る
な
ど
、
科
学
的
な
手
法
を
取
り

入
れ
て
お
り
、
試
験
的
に
コ
シ
ヒ
カ

リ
約　

ト
ン
を
生
産
。
収
穫
し
た
コ

２０

メ
は
「
お
米
日
本
一
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
出
品
す
る
。

 

 

　

町
は
、
児
童
・
生
徒
な
ど
の
安
全

確
保
を
目
的
に
、
町
職
員
に
よ
る
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

総
務
政
策
や
町
民
生
活
な
ど
５
課
の

職
員
が
２
人
１
組
と
な
り
、
通
学
路

や
公
園
な
ど
を
週
３
回
、
午
後
３
時

か
ら
５
時
ま
で
の
時
間
帯
を
巡
回
。

併
せ
て
道
路
の
破
損
状
況
や
ご
み
の

不
法
投
棄
な
ど
も
監
視
し
て
い
る
。

　

町
は
、
平
成　

年
度
に
都
市
計
画

１８

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
終
了

に
伴
い
、「
箱
根
ま
ち
づ
く
り
研
究

委
員
会
」
を
設
置
し
た
。
新
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
案
の
作
成
を
め
ざ
す
の

が
目
的
で
、
委
員
会
の
下
に
は
町
内

５
地
域
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
住
民
が
参
加

す
る
「
ち
い
き
づ
く
り
研
究
会
」
を

置
き
、
よ
り
地
域
実
態
に
即
し
た
内

容
と
し
て
い
く
。

 

 

　

町
は
、
若
者
が
暮
ら
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
定
住
人
口
の
拡

大
を
図
る
た
め
、「
若
者
等
定
住

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。
事
業
は
住
宅
新
築
等
奨
励

金
、
結
婚
仲
人
報
奨
金
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
者
奨
励
金
、
育
児
奨
励
金
の
４
種

類
で
、
申
請
に
基
づ
い
て
審
査
し
、

奨
励
金
等
を
交
付
す
る
。

町
職
員
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施

埼
玉
県

宮
代
町

「
若
者
等
定
住
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

事
業
」
を
導
入

　

町
は
、
子
育
て
支
援
の
充
実
策
と

し
て
、
医
療
費
の
全
額
助
成
の
対
象

を
、
３
歳
未
満
児
な
ど
か
ら
就
学
前

の
幼
児
に
拡
大
し
た
。
さ
ら
に
午
後

６
時
半
ま
で
の
延
長
保
育
を
私
立
も

含
め
た
町
内
全
保
育
所
に
拡
大
。
ま

た
、
町
内
の
２
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に

授
乳
等
が
で
き
る
「
ま
ち
な
か
キ
ッ

ズ
ル
ー
ム
」
も
設
置
す
る
。

 

 

　

財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
歳
出
全

般
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
町
は
、

議
員
定
数
を
現
行
の　

か
ら　

に
削

１５

１２

減
し
、
次
回
の
町
議
選
か
ら
適
用
す

る
こ
と
と
し
た
。
正
副
議
長
を
除
く

議
員
報
酬
も
引
き
下
げ
、
年
間
約

１
、
２
０
０
万
円
の
人
件
費
の
削
減

を
図
っ
て
い
く
。

　

町
は
、
児
童
の
安
全
確
保
策
を
強

化
す
る
た
め
、
町
立
全
６
小
学
校
に

民
間
警
備
会
社
の
警
備
員
を
配
置
し

た
。
午
前
８
時
頃
か
ら
午
後
４
時
頃

ま
で
配
置
し
、
校
内
の
巡
回
や
警
備

に
当
た
っ
て
い
る
。
不
審
者
が
い
た

場
合
は
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
や
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
で
職
員
室
と
連
絡
を
取

り
、
迅
速
に
対
応
す
る
。

　

町
は
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
に
よ
る

行
財
政
の
効
率
化
と
と
も
に
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
を
ね
ら
い
に

機
構
改
革
を
実
施
し
た
。
町
行
財
政

改
善
審
議
会
の
「
思
い
切
っ
た
組
織

の
簡
素
化
、
少
数
精
鋭
主
義
を
図
る

議
員
定
数
を　

か
ら　

に
削
減

15

12

三
重
県

御
浜
町

べ
き
」
と
の
方
針
を
受
け
、
９
課
１

室
２
局
体
制
を
５
課
２
局
に
改
組
。

機
動
的
運
営
体
制
を
構
築
し
て
い

く
。　

町
は
、
防
災
対
策
の
強
化
を
図
る

た
め
、
火
災
情
報
、
台
風
な
ど
の
警

報
、
雨
量
、
交
通
、
避
難
所
開
設
な

ど
の
災
害
関
連
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
防
災
行
政

メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
町

を
管
轄
す
る
讃
岐
地
区
広
域
消
防
本

部
か
ら
の
情
報
を
デ
ー
タ
化
し
て
受

け
、
消
防
団
や
町
民
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
に
一
斉
配
信
す
る
仕
組
み
。

　

町
は
、
西
村
酒
造
場
酒
蔵
の
寄
贈

を
受
け
、
文
化
交
流
施
設
と
し
て
整

備
す
る
。
酒
蔵
は
町
中
心
部
の
岩
松

地
区
で
最
大
の
建
造
物
。
そ
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
る
酒
造
り
の
道
具
を
小

部
屋
に
展
示
・
保
存
し
、
貯
蔵
庫
や

仕
込
み
庫
を
改
修
し
て
１
５
０
人
規

模
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
で
き
る
空
間
と

し
て
整
備
し
て
い
く
。

　

町
は
、
独
居
高
齢
者
や
身
体
障
害

者
な
ど
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た

め
、
生
活
自
立
支
援
シ
ス
テ
ム
「
愛

こ
と
ば
」
を
導
入
し
た
。
従
来
の
緊

急
通
報
機
能
で
あ
る
緊
急
ボ
タ
ン
と

相
談
ボ
タ
ン
に
加
え
、
利
用
者
が
ボ

タ
ン
を
押
す
こ
と
で
確
認
で
き
る
安

否
確
認
ボ
タ
ン
を
新
設
し
た
の
が
特

徴
。

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
プププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププ
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ
ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ

＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅ
ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ

カ
プ
セ
ル　
Ｎ
ｏ
ｗ　
＆　
Ｎ
ｅ
ｗ

カ
プ
セ
ル　
Ｎ
ｏ
ｗ　
＆　
Ｎ
ｅ
ｗ

箱
根
ま
ち
づ
く
り
研
究
委
員
会

を
設
置

就
学
前
乳
幼
児
の
医
療
費
を

全
額
助
成

生
活
自
立
支
援
シ
ス
テ
ム

を
導
入

大
分
県

日
出
町

福
井
県

越
前
町

小
学
校
に
民
間
警
備
会
社
の

警
備
員
を
配
置

防
災
行
政
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム

を
構
築

香
川
県

三
木
町

酒
蔵
を
文
化
交
流
施
設

と
し
て
整
備

愛
媛
県

津
島
町

神
奈
川
県

箱

根

町

京
都
府

木
津
町

組
織
の
ス
リ
ム
化
を
ね
ら
い

に
機
構
改
革

石

川

県

宝
達
水
町

島

根

県

東
出
雲
町
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コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
見
直
そ
う

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
見
直
そ
う

遠

藤

剛

遠

藤 

剛

医
療
法
人
健
心
会
え
ん
ど
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

医
療
法
人 
健
心
会 
え
ん
ど
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

●
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
正
体
は
？

　

私
た
ち
の
か
ら
だ
を
組
織
す
る
皮
膚
や

筋
肉
、
内
臓
、
骨
格
、
神
経
な
ど
は
数
百

億
個
も
の
細
胞
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
こ
れ
ら
す
べ

て
の
細
胞
の
外
壁
に
あ
た
る
細
胞
壁
を
作

る
た
め
の
大
切
な
材
料
。
つ
ま
り
、
か
ら

だ
が
正
常
に
働
く
た
め
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
な
の
で
す
。

　

脂
肪
が
主
成
分
で
あ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
血
液
に
溶
け

込
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
溶

け
や
す
い
よ
う
に
「
リ
ポ
タ
ン
パ
ク
」
と

い
う
タ
ン
パ
ク
質
に
包
ま
れ
て
、
体
内
を

運
ば
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

リ
ポ
タ
ン
パ
ク
に
は
Ｌ
Ｄ
Ｌ（
悪
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）と
Ｈ
Ｄ
Ｌ（
善
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
）が
あ
り
、Ｌ
Ｄ
Ｌ
は
体
内
に
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
供
給
す
る
役
割
を
、そ

し
て
、Ｈ
Ｄ
Ｌ
は
余
分
な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
回
収
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

●
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
量
の
減
少
＝
安
心
で
は
な
い

    
Ｌ
Ｄ
Ｌ
に
よ
り
運
ば
れ
た
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
は
、
細
胞
内
で
必
要
な
分
の
み
消

費
さ
れ
、
残
っ
た
も
の
は
血
管
の
壁
に
付

着
し
ま
す
。
こ
の
付
着
し
た
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
引
き
は
が
し
て
肝
臓
ま
で
運
ぶ

の
が
Ｈ
Ｄ
Ｌ
で
す
。
Ｈ
Ｄ
Ｌ
は
い
わ
ば
道

路（
血
管
）に
出
さ
れ
た
ゴ
ミ（
余
分
な
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
を
回
収
す
る
清
掃
車
。

供
給
と
回
収
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い

る
と
き
は
問
題
な
い
の
で
す
が
、
清
掃
車

で
あ
る
Ｈ
Ｄ
Ｌ
が
少
な
い
と
、
血
管
に
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
溜
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
て
血
管
が
弱
め
ら
れ
、
動
脈
硬
化

や
心
筋
梗
塞
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
で

す
。
Ｌ
Ｄ
Ｌ
が
悪
玉
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
が
善
玉
と

呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

Ｌ
Ｄ
Ｌ
と
Ｈ
Ｄ
Ｌ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

て
い
て
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
溜
ま
る

一
方
。
健
康
診
断
な
ど
で
総
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
量
が
減
っ
た
と
し
て
も
、
安
心

は
で
き
ま
せ
ん
。

●
中
性
脂
肪
で
Ｈ
Ｄ
Ｌ
の
増
減
が
わ
か
る

　

Ｌ
Ｄ
Ｌ
と
Ｈ
Ｄ
Ｌ
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

て
い
る
か
は
、
一
般
的
に
は
分
か
り
づ
ら

い
も
の
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
中
性

脂
肪
で
す
。

　

実
は
Ｈ
Ｄ
Ｌ
と
中
性
脂
肪
は
反
比
例
の

関
係
と
い
わ
れ
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
が
減
少
す
る
と

中
性
脂
肪
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で

す
。
中
性
脂
肪
が
高
い
と
言
わ
れ
た
ら
、

Ｈ
Ｄ
Ｌ
が
減
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

中
性
脂
肪
が
高
く
な
る
四
大
原
因
は
、

①
食
べ
過
ぎ
、
②
運
動
不
足
、
③
果
糖（
果

物
）
の
と
り
過
ぎ
、
④
ア
ル
コ
ー
ル
だ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
食
生
活
を
見
直
す
こ
と
。
野

菜
、
豆
類
、
魚
介
類
な
ど
を
積
極
的
に
毎

日
の
食
卓
に
取
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
果
糖
の
多
い
果
物
を
と
り
過
ぎ
る

の
は
禁
物
で
す
。

　

ま
た
、
適
度
な
運
動
を
す
る
こ
と
で
効

果
は
高
ま
り
ま
す
。
簡
単
に
で
き
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
十
分
で
す
の
で
、

毎
日
の
生
活
の
中
に
、
習
慣
的
に
取
り
入

れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、健
康
の
目
安
の
一
つ
が
中
性
脂

肪
や
Ｈ
Ｄ
Ｌ
の
数
値
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

ず
、上
手
に
付
き
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
危
険
度
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
】

　

当
て
は
ま
る
項
目
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く

だ
さ
い
。

□
１　

家
族
や
親
戚
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
が
高
い
人
、
高
血
圧
、
糖
尿
病

の
人
が
い
る

□
２　

太
り
気
味
だ

□
３　

食
事
時
間
が
い
つ
も
不
規
則
で
、

間
食
や
夜
食
を
と
る
こ
と
が
多
い

□
４　

油
っ
こ
い
料
理
や
レ
バ
ー
な
ど
の

内
臓
が
好
き
だ

□
５　

い
つ
も
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま

で
食
べ
て
し
ま
う

□
６　

コ
ー
ヒ
ー
を
よ
く
飲
む

□
７　

一
日
一
〇
本
以
上
た
ば
こ
を
吸
う

□
８　

食
べ
物
の
好
き
嫌
い
が
激
し
い

□
９　

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
ケ
ー
キ
が
好
き
だ

□　
　

野
菜
は
あ
ま
り
食
べ
ず
、
便
秘
し
が
ち
だ

１０
□　
　

塩
辛
い
も
の
が
好
き
だ

１１
□　
　

理
由
も
な
く
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
焦
っ

１２

た
り
す
る
。ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す
い

□　
　

仕
事
が
た
ま
っ
て
い
て
残
業
が
多
い

１３

□　
　

中
間
管
理
職
だ

１４
□　
　

不
眠
気
味
で
熟
睡
で
き
な
い

１５
□　
　

階
段
を
上
が
る
と
息
切
れ
す
る

１６
□　
　

定
期
的
な
運
動
を
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い

１７
□　
　

少
し
歩
く
だ
け
で
足
が
痛
く
な
る

１８
□　
　

ア
キ
レ
ス
腱
が
少
し
腫
れ
て
い
る

１９
□　
　

顔
が
あ
ぶ
ら
ぎ
っ
て
い
る

２０
□　
　

吹
き
出
物
が
で
き
や
す
く
、
す
ぐ

２１

に
ノ
ド
が
渇
く

□　
　

物
忘
れ
が
最
近
ひ
ど
く
な
っ
た

２２
〈
チ
ェ
ッ
ク
が
５
個
未
満
の
人
〉

　

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
状
態
を
保
て

る
よ
う
、
生
活
習
慣
を
維
持
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

〈
チ
ェ
ッ
ク
が
５
個
以
上　

個
未
満
の
人
〉

１０

　

現
在
は
正
常
で
も
、
知
ら
な
い
う
ち
に

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増
え
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
日
々
の
生
活
習
慣
を
乱
さ

な
い
よ
う
に
し
、
検
査
は
こ
ま
め
に
受
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
チ
ェ
ッ
ク
が　

個
以
上　

個
未
満
の
人
〉

１０

１５

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
要
注
意
体
質
で
す
。

検
査
を
受
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
油
っ
こ

い
料
理
や
甘
い
食
品
を
控
え
、
運
動
不
足

を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。禁
煙
も
忘
れ
ず
に
！

〈
チ
ェ
ッ
ク
が　

個
以
上
〉

１５

　

気
付
か
な
い
う
ち
に
か
な
り
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
動
脈
硬

化
が
進
ん
で
危
険
な
状
態
に
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
医
師
の
診
察
を
受
け

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

※
チ
ェ
ッ
ク
の
数
が
少
な
く
て
も
、

１
、
７
、　

、　

、
に
チ
ェ
ッ
ク
が
入
っ

１８

１９

た
人
は
、
そ
れ
だ
け
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
が
高
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
く
れ

ぐ
れ
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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随 想

�
タ
イ
国
在
住
三
年
間
の
思
い
出

　　

沖 縄 県 

（元）城 辺 町 長

仲 間　 克

　

今
を
去
る
こ
と
四
十
三
年
前
の
一
九

六
二
年
五
月
、
ま
さ
に
青
雲
の
志
を
抱

い
て
沖
縄
県
宮
古
島
よ
り
、
五
人
の
若

者
が
タ
イ
国
に
渡
っ
た
。

　

当
時
の
商
社
丸
紅
と
大
阪
製
糖
の
共

同
出
資
で
タ
イ
に
製
糖
工
場
を
経
営
し

て
い
て
、
そ
こ
で
の
砂
糖
キ
ビ
作
り
の

指
導
員
と
し
て
、
で
あ
る
。
生
ま
れ
て

初
め
て
渡
る
外
国
、
そ
こ
の
広
大
な
土

地
。
バ
ン
コ
ク
の
街
の
大
き
さ
、
賑
や

か
さ
。
見
る
も
の
き
く
も
の
食
べ
る
も

の
、
小
さ
な
宮
古
島
で
生
ま
れ
育
っ
た

私
に
と
っ
て
は
、
す
べ
て
が
想
像
以
上

で
感
動
の
連
続
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
バ
ン
コ
ク
で
一
泊
し
て
、
翌

日
は
工
場
の
あ
る
プ
ラ
ン
ブ
リ
ー
へ
。

バ
ン
コ
ク
よ
り
二
五
〇
キ
ロ
南
へ
下
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
工
場
で
宿
舎
を
与

え
ら
れ
て
、
い
よ
い
よ
プ
ラ
ン
ブ
リ
ー

製
糖
工
場
の
社
員
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
。　

農
務
課
で
、
担
当
地
区
を
割
り

当
て
ら
れ
、
直
接
キ
ビ
作
農
家
相
手
の

仕
事
で
あ
る
。

　

私
は
こ
こ
に
来
る
前
は
、
農
協
で
営

農
指
導
員
を
し
て
い
た
の
で
、
砂
糖
キ

ビ
栽
培
の
知
識
は
も
っ
て
い
る
つ
も
り

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
の
畑
へ

行
っ
て
み
る
と
無
農
薬
等
、
無
肥
料
で

の
栽
培
で
あ
り
、
植
え
付
け
て
除
草
さ

え
す
れ
ば
後
は
収
穫
を
待
つ
の
み
で
あ

る
。
宮
古
で
の
栽
培
技
術
な
ど
話
に
も

な
ら
な
い
。

　

そ
れ
に
、
何
よ
り
も
困
っ
た
の
が
言

葉
で
あ
っ
た
。
幸
い
に
も
、
元
日
本
兵

で
現
地
満
期
し
た
社
員
が
工
場
に
二
人

い
た
の
で
、
晩
に
こ
の
二
人
か
ら
タ
イ

語
を
習
っ
た
。
ノ
ー
ト
に
書
き
写
し

て
、
翌
日
農
家
に
行
き
、
会
話
を
試
み

る
が
、
て
ん
で
通
じ
な
い
。
そ
れ
も
道

理
で
、
タ
イ
語
も
文
字
で
書
け
ば
同
じ

で
も
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
っ
て
意
味
が

全
く
違
っ
て
く
る
。「
遠
い
」
は
「
ガ

イ
」、「
近
い
」
も
「
ガ
イ
」、「
ご
飯
」

△

 
東
平
安
名
崎 

ひ
が
し
へ
ん
な
さ
き

　

髪
よ
せ
て
柿
む
き
競
ふ
燈
下
か
な　

杉
田
久
女

　

季
語
は
「
柿
」。
子
規
の
「
柿
く
へ
ば
鐘
が

鳴
る
な
り
法
隆
寺
」
を
は
じ
め
、
果
物
の
中
で

柿
の
句
は
多
い
。
こ
の
句
は
、
柿
の
生
産
地

の
共
同
作
業
場
で
、
干
し
柿
、
吊
る
し
柿
を
作

る
た
め
の
皮
む
き
作
業
を
描
写
し
た
も
の
と

分
か
る
。
こ
こ
に
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
、
少

人
数
の
作
業
場
の
よ
う
で
微
笑
ま
し
い
し
、

「
髪
よ
せ
て
」
で
女
性
集
団
と
分
か
り
、
女
性

俳
人
な
ら
で
は
の
試
み
と
思
う
。

　

強
き
灯
の
照
ら
す
と
こ
ろ
の
紅
葉
か
な

日
野
草
城

　

季
語
は
「
紅
葉
」。
落
葉
樹
は
全
て
紅
葉
の

時
期
が
あ
る
が
、
樹
名
と
し
て
「
も
み
じ
」
が

通
用
す
る
ほ
ど
、「
楓
紅
葉
」
は
そ
の
代
表
格

と
言
え
る
。
こ
の
句
に
詠
ま
れ
て
い
る
の
も

「
楓
紅
葉
」
に
違
い
な
い
。
こ
の
句
の
光
景
は
、

一
際
明
る
い
外
灯
が
、
数
本
の
紅
葉
だ
け
に

向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
「
照
ら
す
と
こ
ろ

の
」
と
表
現
し
、
そ
の
目
立
っ
た
鮮
や
か
さ
を

詠
ん
で
い
る
。

 　

ひ
た
す
ら
に
う
つ
む
き
て
こ
そ
落
穂
あ
り

平
畑
静
塔 

　

季
語
は
「
落
穂
」。「
ひ
た
す
ら
に
う
つ
む
き

て
こ
そ
」
と
は
、
実
際
に
落
穂
拾
い
を
や
っ
た

人
に
し
か
理
解
で
き
な
い
と
思
う
。
同
時
に
、

い
か
に
単
純
な
作
業
で
も
完
璧
を
期
す
る
な

ら
「
ひ
た
す
ら
に
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
あ
ら
ゆ

る
仕
事
に
通
じ
る
こ
と
を
、
こ
の
作
者
は
落

穂
拾
い
に
喩
え
て
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
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は
「
カ
ウ
」、「
山
」
も
「
カ
ウ
」、「
白

い
」
も
「
カ
ウ
」
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
何
と
か
努
力
し
て
六
ヶ
月

位
で
、
あ
る
程
度
の
言
葉
は
話
せ
る
よ

う
に
な
り
、
生
活
に
も
慣
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
頃
に
な
る
と
だ
ん
だ

ん
と
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
か
か
っ
て
く

る
。
月
夜
に
月
を
眺
め
て
は
、
こ
の
同

じ
月
を
宮
古
の
家
族
や
友
人
達
も
見
て

い
る
だ
ろ
う
か
と
思
い
、
海
へ
行
け

ば
、
こ
の
海
も
宮
古
の
海
へ
続
い
て
い

る
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
た
ま
ら
な
く
帰

り
た
く
な
る
。
い
っ
そ
の
こ
と
、
何
も

か
も
投
げ
捨
て
て
帰
り
た
い
気
持
ち
に

な
っ
た
り
し
た
。

　

何
と
か
辛
抱
し
て
、
一
年
が
経
つ
頃

に
な
る
と
、
言
葉
も
そ
れ
ほ
ど
不
自
由

し
な
く
な
り
、
遠
く
離
れ
た
街
へ
遊
び

に
行
っ
た
り
し
て
、
だ
ん
だ
ん
と
楽
し

み
も
増
え
、
仕
事
の
面
で
も
精
神
的
に

も
余
裕
が
出
て
き
た
。

　

あ
れ
や
こ
れ
や
で
三
年
が
経
っ
た

頃
、
は
た
し
て
将
来
と
も
こ
れ
で
良
い

の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
み
た
。
タ
イ
で

の
永
住
権
（
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
ビ
ザ
）
も

取
得
し
て
あ
る
し
、
永
住
し
よ
う
と
思

え
ば
永
住
も
で
き
る
。
た
し
か
に
、
あ

の
頃
は
タ
イ
で
永
住
し
よ
う
と
も
考
え

て
い
た
。
あ
れ
だ
け
の
広
大
な
土
地
や

自
然
、
未
開
地
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
発

展
す
る
国
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
色
々
考
え
て
み
る
と
、
当

時
は
世
界
の
情
勢
も
全
く
わ
か
ら
な

い
、
我
が
国
日
本
の
動
き
さ
え
も
わ
か

ら
な
い
、
井
の
中
の
蛙
で
あ
っ
た
。
考

え
に
考
え
た
末
、
宮
古
に
帰
っ
て
皆
と

一
緒
に
頑
張
ろ
う
と
い
う
結
論
に
達

し
、
三
年
間
勤
め
た
プ
ラ
ン
ブ
リ
ー
工

場
を
、
そ
し
て
タ
イ
国
を
後
に
し
た
。

　

宮
古
へ
帰
っ
て
、
城
辺
町
役
場
に
一

年
勤
め
た
後
、
議
会
議
員
三
期
、
収
入

役
、
助
役
、
町
長
と
現
在
に
至
る
。
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
か
れ
こ
れ
四
十
五

年
が
経
つ
。
タ
イ
か
ら
帰
国
し
た
そ
の

後
、
何
度
か
タ
イ
旅
行
に
行
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
あ
の
頃
と
今
と
で
は
全

く
違
う
。
あ
の
頃
の
国
道
脇
で
は
、
ハ

ス
の
花
が
咲
い
て
い
た
り
、
ト
ン
ボ
が

い
た
り
し
て
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
閑
か

な
感
じ
が
し
た
が
、
今
は
廃
油
等
が
垂

れ
流
し
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
。
今

や
、
バ
ン
コ
ク
の
街
で
は
車
の
洪
水
で

大
混
雑
、
車
に
乗
る
よ
り
歩
い
た
方
が

速
い
位
で
あ
る
。
昔
の
面
影
は
全
く
感

じ
ら
れ
ず
、
何
と
も
淋
し
い
感
じ
が
し

た
。

　

今
で
も
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
、
タ
イ

の
ニ
ュ
ー
ス
や
番
組
が
流
れ
る
と
、
い

つ
も
関
心
を
も
っ
て
見
て
い
る
。
私
に

と
っ
て
、
タ
イ
国
は
一
生
思
い
出
に
残

る
国
で
あ
り
、
第
二
の
ふ
る
さ
と
で
あ

り
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

コ
プ
チ
ャ
ー
イ
タ
イ
・
キ
ッ
ト
ウ
ン
タ
イ 

（
あ
り
が
と
う
タ
イ
・
な
つ
か
し
い
タ
イ
）

計市町村計村町都道府県計市町村計村町都道府県計市町村計村町都道府県

321418216岡 山 県21101129富 山 県1963416220142北 海 道

281513013広 島 県201010010石 川 県479381127青 森 県

291316115山 口 県27819415福 井 県4714331122岩 手 県

35728325徳 島 県9219734528長 野 県441331130宮 城 県

32725025香 川 県462125223岐 阜 県291316412秋 田 県

2011909愛 媛 県4323 20020静 岡 県381325322山 形 県

459361026高 知 県683335431愛 知 県8111702446福 島 県

842658454福 岡 県451530624三 重 県523022616茨 城 県

31823320佐 賀 県321319019滋 賀 県401426125栃 木 県

361224024長 崎 県361323122京 都 府5411431726群 馬 県

591445837熊 本 県43331019大 阪 府784038533埼 玉 県

2113817大 分 県522824024兵 庫 県743341536千 葉 県

44935728宮 崎 県4211311318奈 良 県39261385東 京 都

711655550鹿児島県39732131和歌山県371918117神奈川県

4510352312沖 縄 県19415114鳥 取 県3612241014山 梨 県

2,1927531,4392821,157合 計21813112島 根 県422121714新 潟 県

都道府県別市町村数 （平成1７年１０月１１日現在）
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